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多くの慈愛に感謝を込めて

ドゥアン・プラティープ財団創設者

プラティープ・ウンソンタム・秦

　昨年8月31日、スラム地域の子どもたちのために活動を始めてきて、38年が無事に経過い
たしました。たとえ時が流れても、劣悪な環境を強いられた子どもたちのために地道に活
動を続けてきております。これもひとえに天台宗一隅を照らす運動総本部の皆様からの多
くの慈愛の賜物でございます。そして、39年へと向かうにつれて、貴総本部の皆様からの
恩恵を忘れることなく歩んでまいりたいと存じます。
　タイ国は軍事政権下にあります。人々の暮らし向きはもちろんのこと、国内外との経済
事情にも支障を来たしてきております。観光客の減少は様々な業界に影響を及ぼし、日雇
い労働で生計を立てているスラム地区の家族にとっては深刻な状況になってきています。
こうした社会変化に対応すべく、当財団では奨学生たちに対する教育促進を充実し、一人
でも多くの奨学生が社会的に自立できることを願っています。
　天台宗一隅を照らす運動総本部様には、1998年から現在に至って55,359,900円、合計
2,086口の奨学金の支援を受けております。
　当財団の教育里親事業部では、スラム地域の子どもたちが平等な教育を受けられるよう
にと、財団設立と同時に教育奨学金の支給をスタートしました。この事業は、国内外から
熱い思いを寄せてこられた里親（スポンサー）の皆様に支えられております。幼稚園から
大学まで年間ほぼ1,300人、この38年間で奨学生の総勢は203,203口に及んでいます。
　奨学金を支給している奨学生の内、家庭崩壊（両親の離婚など）が原因となっている
ケースは55％に上っています。家族愛や責任感、思いやりなど一般家庭で育まれるべき状
況に欠けてしまっているため、当事業部では奨学金支給以外に自己向上と協調性を育成す
る活動を企画するようになりました。
　年間を通しての私たちの活動は、正に終着駅がありません。それぞれに異なる問題を抱
えて悩み、相談にやって来る奨学生たちは後を絶ちません。休日という言葉を忘れるほど、
奨学生たちと保護者たちへの救いに没頭していられるのも、ひとえにご支援してくださっ
ている里親様のご協力の賜物と実感しております。
　今後も誠心誠意、活動に取り組んでまいりたいと存じますので、どうぞよろしくお願い
申し上げます。

合掌
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「教育里親支援に対する御礼とご報告」

ＰＭＳ　パンニャ・メッタ・サンガ代表

禅定林住職　サンガラトナ・法天・マナケ

   天台宗 一隅を照らす運動総本部様より長年に渡りパンニャ・メッタ・サンガが中央イン
ドを中心に行なっております活動に御支援賜っております事に衷心より御礼申し上げます。
   1991年発足以来200名以上の男女がパンニャ・メッタ子供の家(孤児院)を巣立ち夫々に自
立した生活をしながらパンニャ・メッタ子供の家で培った忘己利他、一隅を照らすの精神
で社会貢献をしております。現在在園者の中にヴァイシュナビと言う名の20歳の女性がい
ます。彼女は10年以上子供の家に在籍しており、昨年優秀な成績で12年生(日本の高等学校
卒業)を卒業、大学の看護学課の試験に合格、新入学期である昨年7月入学、一生懸命学業
に励んでいます。4年間の授業と実施研修を学んだ後一年間インターンを経験6年目には正
式な看護師となります。10年以上共に生活をし彼女の真面目で頑張り屋の性格をつぶさに
見てきた私たちには6年後の彼女の看護師としての姿が目に浮かび今からとても楽しみです。
ヴァイシュナビは幼少の頃に母親を亡くしました。父親は苦しみに耐えきれず娘を放置逃
亡してしまいました。ヴァイシュナビと妹のアシュビニはしばらく親類縁者を転々とさせ
られましたが縁あって姉妹共にパンニャ・メッタ子供の家にきました。以来子供の家で生
活をしています。妹は一般大学の一回生です。ヴァイシュナビは昨年自分の進学が決まり
時間ができたので学年末の試験の子供達に夜遅くまで勉強を教えていました。パンニャ・
メッタ子供の家の歴史はこの様に引き継がれてきています。もしもパンニャ・メッタ子供
の家の存在がなければヴァイシュナビの人生はどうなっていたのだろうと考えると身の毛
がよだつばかりです。将来の夢、それに対する修学は考えもつかなかったでしょう。それ
どころか雨風をしのげる場所、空腹を満たすだけの食料を得ることも困難、若しくはそれ
らを得るために悪道を選択せざるを得なかったでしょう。パンニャ・メッタ子供の家に在
籍しています子供たち大小違えども皆ヴァイシュナビと同じ環境の子供たちです。子供の
家に来れたから衣食住、安心できる家庭環境を得て夢、希望を叶えるための教育を受ける
ことができています。一隅を照らす運動総本部様からの教育里親支援がなければこの子供
たちの人生 は人にあらずだったと思われます。
   2017年2月9日には横山照泰総本部長様にお導師を務めていただき北ナグプールナラ町に
完成しましたパンニャ・メッタ子供の家の新家屋の落成法要を厳修させていただきました。
この建物の工事に対しましても一隅を照らす運動総本部様より多大な支援をいただきまし
たことに感謝申し上げます。皆様に御支援いただきました新しい建物での環境を十分に活
かし子供たちは夢に向けて一層邁進してくれるものと確信しております。今後ともご鞭撻
をいただき、子供達の将来を見守っていただければ有難く思います。
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パンニャ・メッタ子供の家在園者名簿 
 

(2017 年 2 月 28 日現在） 
 

 
名前         性別   誕生日    年齢   学年 

 
１，アシュビニ インカネ   女子 99 年 6 月 7 日  18 歳 大学１回生 
２，ニキタ ジャンバンドゥ  女子 98 年 11 月 26 日 19 歳 12 年生 
３，アカンシャ ウケ     女子 99 年 11 月

10月

13 日 18 歳 11 年生 
４，ネハ ドク        女子 02 年 6 月 11 日  15 歳 11 年生 
５，カジャル ワグマレ    女子 02 年 2 月 16 日  16 歳 10 年生 
６，スネハ メシュラム    女子 99 年 2 月 23 日  19 歳 11 年生 
７，マンジュシャ メシュラム 女子 02 年 6 日   15歳  8 年生 
８，ウルクシャ バンソドゥ  女子 03 年 3 月 13 日  14 歳  8 年生 
９，パヤル サルメク     女子 04 年 6 月 21 日  13 歳  8 年生 

１０，ゴータム モドガレ    男子 06 年 4 月 4 日  11 歳  5 年生 
１１，ロヒト メシュラム    男子 03 年 3 月 3 日  14 歳  7 年生 
１２，プラシク メシュラム   男子 00 年 6 月 25 日  17 歳 10 年生 
１３，ヴィカス モトガレ    男子 00 年 3 月 3 日  17 歳 11 年生 
１４，プラヴィン メシュラム  男子 96 年 4 月 7 日  21 歳 大学１回生 
 
 
ナグプール 

名前         性別   誕生日    年齢   学年 
 

１，プラガティ ムーン    女子 99 年 8 月 17 日  18 歳 理工系大学１回生 
２，プージャ ガンヴィル   女子 98 年 8 月 10 日  19 歳 12 年生 
３，パッラヴィ ムーン    女子 98 年 3 月 23 日  19 歳 教職課程２回生 
４，ヴァイシュナビ インカネ 女子 97 年 11 月 12 日 20 歳 看護学校１回生 
５，アンジャリ メシュラム  女子 98 年 6 月 18 日  19 歳 大学１回生 
６，マヘシュ カネカル    男子 00 年 6 月 20 日  17 歳 11 年生 
７，プラフル ワグマレ    男子 97 年 7 月 3 日  20 歳 大学１回生 
８，ロヒト ダンヴィジャイ  男子 92 年 5 月 26 日  25 歳 理工系修士 

※資料提供　パンニャ・メッタ協会
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私たちも一隅を照らす運動を応援しています

所住員会体団 (順不同)

市津大県賀滋店支本坂行銀賀滋社会式株

市都京府都京社会式株刷印ダシヨ

株式会社Ｓ・Ｃ・Ｃコミュニケーションズ 東京都新宿区

市都京府都京社会式株道鉄光観野峨嵯

市津大県賀滋スエーシーィテ社会式株

株式会社京信システムサービス 京都府京都市

市津大県賀滋栄おう

市都京府都京方入出門山都京

市宮都宇県木栃園楽三野下

市津大県賀滋六ンハ社会式株

市都京府都京社成大田石社会式株

医療法人亀廣記念医学会関西記念病院 大阪府枚方市

区田代千都京東会叡遊

ダイセーロジスティクス株式会社 東京都文京区

市津大県賀滋会協光観泉温とごお

市都京府都京ンラプアィデメ社会式株

区央中都京東会那旦若町室橋本日

市阪大府阪大るーおれく社会式株

市幡八府都京業実田重社会式株

市都京府都京所務事理管備設気電田岡

市島広県島広寺光太山者行院学慈人法教宗

市津大県賀滋園蓉芙社会式株

市都京府都京也津那

第1９回 教育里親支援報告

発 行 日 平成２９年３月

編集発行 一隅を照らす運動総本部「地球救援事務局」

総本部長 横 山 照 泰

〒520-0113 滋賀県大津市坂本４－６－２天台宗務庁内

TEL：077-579-0022 ／ FAX：077-579-2516

ホームページ：http://ichigu.net

E-mail：info＠ichigu.net
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教 育 里 親 募 集 の お 願 い
一隅を照らす運動総本部「地球救援事務局」では、国外の恵まれない子どもたちのために

『教育里親制度』の協力者を募集しています。世界には、貧しさや不幸な家庭環境のために

教育を受ける機会を失っている子どもたちが沢山います。子どもたちは、これからの地球の

未来を担う｢宝物｣です。あなたの真心のこもった支援金を子どもたちのために分けて下さい。

登録は「個人」のほか、檀信徒会やご詠歌会などの「グループ」でも結構です。

この支援は、年額３万円（１口）を５年間継続してご支援いただくことを原則としており

ますが、金額の多少にかかわらず、一時的な支援も受け付けております。
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